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 製造現場では、過去の不具合履歴情報を活用しきれていないため同じような不具合が発生し、製品の開発や修

理期間の増大やコスト増加等、生産効率の低下が課題となっている。この課題を解決するため、昨年度は金型の

試作工程で扱う帳票類の調査をふまえて、帳票等に記載のある全ての管理項目を一元的に把握可能なデータリス

トの整備を行い、ある不具合を対象にデータ分析と現場（熟練者）の見解を確認した。本年度は、同様の課題を

抱える他の製造現場に技術の横展開を図るとともに、製造現場が抱える悩みの一つである不具合情報の管理手法

に関して考察を行ったので報告する。 

 

１．はじめに 

製造現場では、過去に発生した不具合履歴情報を活用

しきれていないため同じような不具合が発生し、製品の

製造や修理に要する期間が増大し、コストが増加する等 

生産効率の低下が課題となっている。 

たとえば電動車いすの製造現場では、ユーザーから不

具合の発生連絡を受けた際に、その原因究明と修理対応

を行っている。しかし長年の業務を経て様々な帳票を作

成・管理するようになり、情報が散在・埋没し、過去の

不具合履歴情報を活用しきれない状態となった。帳票の

中には、不具合の要因や対策に関する重要な情報が埋も

れていることがあるが、各担当者の記述のしかたが異な

っていたため、複数の不具合内容や要因を混在したり、

簡素に記述しているものなど記述内容は多様であった。

その結果、ある不具合に対してどのような要因が影響し

ているのか容易には捉えきれないという問題に至った。

そこで本稿では、不具合の内容やその原因究明・対応に

関して、後の不具合情報の分析に活用しやすい情報の管

理手法を提案する。次に、この手法を用いて整備したデ

ータリストを対象に、ある不具合の要因を探索するため 

因子分析技術を活用し、データの分布傾向を確認したの

で報告する。 

 

２．不具合情報の管理手法 

２．１ 現状と問題点 

はじめに製造現場で扱う帳票や電子情報を調査した。

帳票や電子情報内の管理項目には、電動車いすの型式、

車番、返却品、担当者、不具合内容、原因究明・対応等

の情報が存在する。不具合内容とその原因究明・対応の

項目に不具合の要因や対策に関する重要な情報が記述さ

れている場合がある。たとえば、原因究明・対応に「リ

クライニング側アクチュエータの破損を確認した。バッ

クシートフレームとリクライニング側ポテンションホル

ダの間に何か挟まっていたことで変形があり･･･（略）･

･･リクライニングを大きく倒した時にバックパイプと干

渉し、アクチュエータが破損･･･（略）･･･」のような記

述がみられる。ただし、各担当者の記述の仕方により記

述内容は多様であるため、ある不具合に対しどのような

要因が影響しているのか捉えることは困難であった。 

２．２ SSMを用いたデータの管理 

そこで、不具合の内容とその原因究明・対応に関して

後の不具合情報の分析に活用しやすい情報の管理が求め

られる。不具合の再発防止を目的として考案された手法

に、SSM（Stress Strength Model）がある（図１）。これ

は、不具合の発生するメカニズムを知識構造化と呼ばれ

る考え方で把握し、知識の再利用性を高めようとする手
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図１ SSMの概念（知識構造化） 
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法である。そのため、知識の分節化を行い関係性を整理

する。知識として不具合の対象、事象、発生条件、要因 

、対策といった情報を扱う。Stressには使用状況や環境

に起因する要因を、Strengthには不具合発生に対して設

計上の耐性を損なう情報を設定する。SSMを用いて不

具合内容に記述されている情報から、不具合の対象と事

象に関する知識を抽出し分節化を行い、原因究明・対応

に記述されている情報から不具合の要因に関する知識を

抽出し分節化を行った。たとえば、不具合の対象がシー

ト、不具合の事象が「リクライニングまたはティルトが

動作しない」、不具合の要因が「リクライニングポテン

ションの異常」のようにレコード単位で知識の分節化を

行う方法によりデータリストを整備した（図２）。本稿

では、「リクライニングまたはティルトが動作しない」

という不具合を対象としてデータの分布傾向を確認した 

。この場合のレコードの件数は７２件であった。 

 

３．データ分析と考察 

前章で整備したデータリストを用いて不具合要因のモ

デルを探索するため、データ分析を行った。分析は昨年

度と同様に調査分析に用いられる因子分析を採用した 1) 

。分析では、統計解析ソフト JUSE – Stat Works/V4.0を用

いた。共通因子の抽出方法は主因子法を用い、累積寄与

率が 60％以上のものを共通因子とした。因子負荷量は 

、因子軸の回転（Varimax Method）を考慮し、各共通因

子に対し因子負荷量の大きさが概ね 0.6以上となるもの

を採用した。分析結果を表１に示す。 

共通因子は３つ抽出された。不具合群は、各共通因子

において負の領域に分布する。「リクライニングまたは

ティルトが動作しない」という不具合が発生した場合に 

、分析により導かれた「リクライニングポテンションの

異常」や「スライド連結部の不良」等が問題の発見につ

ながりやすいことを示している。ただし、事象や要因に

如何なる知識の分節化を行うかに関しては、現場での考

え方や活用のしやすさが重要となる。たとえば不具合の

事象では「リクライニング中に突然大きな音が発生し動

作しなくなった」、不具合の要因では「ポテンション外

れにより角度が変化せず、リクライニング傾倒時バック

パネル干渉、アクチュエータが破損した」のように使用

状況、作業工程や設計上の問題に関する知識を詳細に設

定することにより、トラブルシューティング、作業工程

の改善、次の設計計画に反映させる等、業務の効率化や

情報活用の範囲を一層拡げることができるのではないか

と考えている。 

 

４．まとめ 

本年度は、因子分析技術の横展開を図ることを目的と

して、電動車いすの製造現場を対象に、現場が抱える課

題の一つであるデータ管理手法の提案を含めて不具合情

報の分析を行った。データ管理手法の提案では、不具合

情報の整理と再発防止を図ることを目的として SSMと

いう手法を提案した。この手法を用いて不具合の対象、

事象、要因に関する知識の分節化を行い、データリスト

を整備した。このデータリストを用いて因子分析を行っ

た結果、「リクライニングまたはティルトが動作しない 

」という不具合に対し、「リクライニングポテンション

の異常」等の重要度の高い因子が導かれた。この因子は

問題の発見につながる重要な要因と考えられる。 

今後は、引き続き企業と協力し、製造現場で活用しや

すい知識の分節化に関する検討を行う。この検討結果に

基づいて、知識を活用し不具合の再発を防止するツール

とデータベースの設計開発を行う予定である。 
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表１ 観測変数の因子負荷量 

 

 

図２ SSMを用いた知識の分節化 


